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平成１３年8月28日
各     　位

本店所在地  東京都港区六本木 4-8 -7六本木三河台ビル                           

（ 登 記 上 は 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 - 2 - 3 ）                           

会 社 名  グッドウィル・グループ株式会社
(コード番号：4 7 2 3 店頭登録銘柄)

代 表 者 代表取締役会長        折 口 雅 博     

問合わせ先     取締役管理本部長 金 崎  明     

電 話 番 号     ０３－３４０５－９２２８

四 半 期 の 当 企 業 グ ル ー プ の 事 業 進 捗 状 況 に つ い て

当企業グループの第７期第4四半期（平成13年4月1日から平成 13年 6月 30日まで）の事業の進捗状況につ
いてお知らせ申し上げます｡

1 .  はじめに

  当四半期における国内経済は、長期化する景気低迷下にあって、政府の超低金利政策をはじめとする景気対
策にもかかわらず、消費の停滞、失業率の増大等環境に明るさが見えず、民間企業の設備投資も低調なものとな

り、全体として不況感を払拭することができずに推移するところとなりました。

　当社は､企業理念に『拡大発展』『社会貢献』『自己実現』を掲げる設立 7年目のベンチャー企業であり、本業
の軽作業請負事業を行う一方でグループ 22 社を統括する持株会社でもあります。当企業グループは、人材に関
するあらゆる支援ビジネス（総合人材サービス）を行っており、『アウトソーシング』『人材』『医療・福祉』『（介

護）美容』分野で多角的に事業展開を図っております。

2 .  当社における事業の進捗状況

（１）第4四半期の個別売上高の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、単位未満切り捨て）

1 3 年 6 月期第 4 四半期 1 2 年 6 月期第 4 四半期
自  平成 1 3年 4月  1 日 自  平成 1 2年 4月 1日期  別

品目別 ( 至  平成 1 3年 6月 3 0日 ) ( 至  平成 12年 6月 3 0日 ) 増 減 率     

キ ャ ス テ ィ ン グ 作 業 5,068,682 3,066,774 65.3%
コンストラクション作業 65,286 71,676 △ 8.9%

ア ジ ャ ス ト 作 業 ― 38,118 ―

テクニカルサポート作業 119,418 46,202 158.5%
そ の 他 275,819 226,656 21.7%

請
負
作
業

合 計 5,529,206 3,449,428 60.3%

（注） 1．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　 2．当社が行う請負業務は人員数、期間等が一様ではないため、数量表示は困難でありますので記載しておりません。
    　　3．品目別区分について

請負作業・ｷｬｽﾃｨﾝｸ゙ 作業……軽作業全般の請負作業

　　〃　・ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ作業……建設、内装現場の請負作業

　　〃　・ｱｼ゙ ｬｽﾄ作業……倉庫、工場内の請負作業

　　〃　・ﾃｸﾆｶﾙｻﾎ゚ ﾄー作業……ﾏﾙﾁﾒﾃ゙ ｨｱ関連の請負作業

店
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　　〃　・その他……ｵﾌｨｽ・事業所内軽作業、ｾー ﾙｽﾌ゚ ﾛﾓー ｼｮﾝ、市場調査・競合調査、ﾃ゙ ﾀー入力等の請負

作業

　　　4．ﾃｸﾆｶﾙｻﾎ゚ ﾄー作業は平成 12年 1月よりより発足いたしました。
　　　5．各支店の営業体制及び事務対応能力が向上したため、当期よりｱｼ゙ ｬｽﾄ作業を全国のｷｬｽﾃｨﾝｸ゙ 支店に振り分けて

おります。そのため、従来のｱｼ゙ ｬｽﾄ作業の売上高は、当期よりｷｬｽﾃｨﾝｸ゙ 作業の売上高に含まれております。

　　　6．売上高の数値は、未監査であります。

（ご参考）第4四半期までの個別売上高の状況（四半期累計）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、単位未満切り捨て）

1 3 年 6 月期第 4 四半期 1 2 年 6 月期第 4 四半期
自  平成 1 2年 7月  1 日 自  平成 11年 7月 1日期  別

品目別 ( 至  平成 1 3年 6月 3 0日 ) ( 至  平成 12年 6月 3 0日 ) 増 減 率     

キ ャ ス テ ィ ン グ 作 業 19,496,617 11,128,201 75.2%
コンストラクション作業 323,178 291,532 10.9%
ア ジ ャ ス ト 作 業 ― 144,656 ―

テクニカルサポート作業 428,868 88,414 385.1%
そ の 他 755,559 769,267 △ 1.8%

請
負
作
業

合 計 21,004,224 12,422,071 69.1%
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（２）第４四半期の個別損益計算書

（単位：千円、単位未満切捨）

1 3 年 6 月期   第 4 四半期 1 2 年 6 月期   第 4 四半期
自  平 成 1 3 年 4 月 1 日 自  平 成 1 2 年 4 月 1 日( 至  平 成 1 3 年 6月 3 0 日 ) ( 至  平 成 1 2 年 6月 3 0 日 )
（Ａ） （Ｂ）

                    

前年同期比増減
期  別

科  目
金     額 百分比 金     額 百分比 金  額（Ａ）－（Ｂ） 増 減 率

％ ％ ％

売 上 高           ５，５２９，２０６
１００．

０

３，４４９，４２８ １００．

０

２，０７９，７７８ ６０．３

売 上 原 価           ３，６５４，６０８ ６６．１ ２，１４５，１８１ ６２．２ １，５０９，４２７ ７０．４

[ 売 上 総 利 益 ]           １，８７４，５９８ ３３．９ １，３０４，２４７ ３７．８ ５７０，３５１ ４３．７

販売費及び一般管理費           １，３４４，２２９ ２４．３ ９８０，９６１ ２８．４ ３６３，２６８ ３７．０

[ 営 業 利 益 ]           ５３０，３６９ ９．６ ３２３，２８５ ９．４ ２０７，０８４ ６４．１

営 業 外 収 益           

受 取 利 息           ２６，５０２ ０．５ ４３，８４３ １．３ △１７，３４１ ３９．６

そ の 他           １８，６６１ ０．３ ２２，１４６ ０．６ △　３，４８５ △ １５．７

営 業 外 費 用           

支払利息及び割引料           ８，８３３ ０．２ １６，２７５ ０．５ △　７，４４２ △  ４５．７

そ の 他           １６，５４８ ０．３ １５，３１８ ０．４ １，２３０ ８．０

[ 経 常 利 益 ]           ５５０，１４９ ９．９ ３５７，６８１ １０．４ １９２，４６８ ５３．８

（注） 1.  上記損益計算書においては、特別損益以下の項目の記載を省略をしております。
　　　 2.  前年同期比増減の欄の増減は下記の計算式によって算出しております。

3.  上記の数値は、当四半期における業績の速報であることから、一部正規の決算手続を経ていないものが含まれてお
り、未監査であります｡

（Ａ）当年第4四半期の実態－（Ｂ）前年第4四半期の実態
             （Ｂ）前年第4四半期の実態

増減率＝ ×100×100
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3 .  当企業グループにおける事業の進捗状況

（１）第4四半期の連結売上高の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、単位未満切り捨て）
1 3 年 6 月期第 4 四半期 1 2 年 6 月期第 4 四半期
自  平成 1 2年 7月  1 日 自  平成 11年 7月 1日期  別

品目別 ( 至  平成 1 3年 6月 3 0日 ) ( 至  平成 12年 6月 3 0日 ) 増 減 率     

請 負 事 業 5,754,365 5,401,809 6.5％

人 材 派 遣 ・ 斡 旋 事 業 267,420 111,996 138.8％
投 融 資 事 業 109,300 492,130 △ 77.8％
医 療 ・ 介 護 事 業 3,121,060 1,940,006 60.9％

美 容 ・ 健 康 事 業 3,506,078 4,019,691 △ 12.8％

セ
グ
メ
ン
ト

 
 
 
 
 

そ の 他 62,109 281,131 △ 77.9％
合 計 12,820,332 12,246,763 4.7％

（注） 1．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　　　 2．当企業集団が行う業務は人員数、期間等が一様ではないため、数量表示は困難でありますので記載しておりません。

       3．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。また上記の金額は､セグメント間の内部売上高
または振替高消去後の金額であります。

       4．セグメント別区分について
請 負 事 業          …… 軽作業（当社）、IT関連業務管理作業（当社子会社株式会社グッドウィル・コミ

ュニケーション及び同社子会社GCMインターナショナル他5社）
人材派遣･斡旋事業          …… 人材派遣、斡旋（当社子会社株式会社グッドウィル・キャリア）、ドライバー

派遣（当社子会社株式会社グッドウィル・エクスプレス）

投 融 資 事 業          …… ベンチャー企業等に対する投融資（当社子会社株式会社 GW キャピタル及び
同社子会社株式会社GWクレジット）

医療・介護事業         ……　在宅介護、訪問看護（当社子会社株式会社コムスン及び同社子会社株式会社

デンタル・コムスン、株式会社メディカ）

美容・健康事業          …… 健康・美容（当社子会社株式会社クリーク及び同社子会社株式会社プラチナ
サンタ、株式会社アポロインターナショナル、株式会社美容研修センター、株

式会社クリークインターナショナル）

そ の 他 の 事 業          …… 広告代理業務（当社子会社株式会社グッドウィル・コミュニケーション及び

株式会社グッドウィル・キャリア）、データベース・マーケティング、テレマ

ーケティング（当社子会社株式会社グッドウィル・コミュニケーション）、流

通ＶＡＮ事業（株式会社 GW キャピタル子会社株式会社データコミュニケー
ションズ）、人材支援（当社子会社株式会社グッドウィル・フォーサイト）

　　　　5．売上高の数値は、未監査であります。
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（ご参考）第4四半期までの連結売上高の状況（四半期累計）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、単位未満切り捨て）

1 3 年 6 月期第 4 四半期 1 2 年 6 月期第 4 四半期
自  平成 1 2年 7月  1 日 自  平成 11年 7月 1日期  別

品目別 ( 至  平成 1 3年 6月 3 0日 ) ( 至  平成 12年 6月 3 0日 ) 増 減 率     

請 負 事 業 23,096,769 21,643,212 6.7％
人 材 派 遣 ・ 斡 旋 事 業 951,839 510,665 86.4％
投 融 資 事 業 625,707 1,318,190 △ 52.5％

医 療 ・ 介 護 事 業 12,416,461 2,560,053 385.0％
美 容 ・ 健 康 事 業 13,154,648 5,217,428 152.1％

セ
グ
メ
ン
ト

 
 
 
 
 

そ の 他 962,389 1,124,524 △ 14.4％

合 計 51,207,815 32,374,076 58.2％

（注） 1．美容・健康事業の平成12年6月期の金額は当社が㈱ｸﾘー ｸに平成12年2月に資本参加し、平成12年 3月より

連結の範囲に含めたため、平成12年3月から6月までの4ヶ月間の金額であります。
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（２）第４四半期の連結損益計算書

（単位：千円、単位未満切捨）

1 3 年 6 月期   第 4 四半期 1 2 年 6 月期   第 4 四半期
自  平 成 1 3 年 4 月 1 日 自  平 成 1 2 年 4 月 1 日( 至  平 成 1 3 年 6月 3 0 日 ) ( 至  平 成 1 2 年 6月 3 0 日 )
（Ａ） （Ｂ）

                    

前年同期比増減
期  別

科  目
金     額 百分比 金     額 百分比 金  額（Ａ）－（Ｂ） 増 減 率

％ ％ ％

売 上 高           １２，８１９，９５５
１００．

０

１２，２４６，７６３ １００．

０

５７３，１９２ ４．７

売 上 原 価           ８，６３１，３８６ ６７．３ １０，２７６，７４２ ８３．９ △ １，６４５，３５６ △ １６．０

[ 売 上 総 利 益 ]           ４，１８８，５６８ ３２．７ １，９７０，０２０ １６．１ ２、２１８，５４８ １１２．６

販売費及び一般管理費           ３，９８５，４８０ ３１．１ １０，６２５，４９１ ８６．７ △ ６，６４０，０１１ △ ６２．５

（ 内  連結調整勘定償却） （ ４５，８２６） （ ０．４）
（ ６０，８５３）  （ ０．５ ） （ △ １５，０２７） （ △ ２４．

７）

[ 営 業 利 益 ]           ２０３，０８８ １．６
△　８，６５５，４７０ △ ７０．

６

８，８５８，５５８ ―

営 業 外 収 益           

受 取 利 息           ５１，８１４ ０．４ １１，６５７ ０．１ ４０，１５７ ３４４．５

有価証券売却益           ３５１，３３９ ２．７ ― ― ３５１，３３９ ―

そ の 他           ２５，００７ ０．２ １２８，６５７ １．１ △ １０３，６５０ △ ８０．６

営 業 外 費 用           

支払利息及び割引料           １５２，０６４ １．２ ６８，１９３ ０．５ ８３，８７１ １２３．０

新 株 発 行 費           ６０，１４７ ０．５ ６５，５７５ ０．５ △ ５、４２８ △ ８．３

そ の 他           １０，１３０ ０．０ ３８，２７３ ０．３ △ ２８，１４３ △ ７３．５

[ 経 常 利 益 ]           ４０８，９０６ ３．２
△　８，６８７，１９８ △ ７０．

９

９、０９６，１０４ ―

（注） 1.  特別損益以下の項目においては、記載を省略しております。
　　　 2.  前年同期比増減の欄増減は下記の計算式によって算出しております。

4.  上記の数値は、当四半期における業務の速報であることから、一部正規の決算手続を経ていないものが含まれてお
り、未監査であります。

（Ａ）当年第4四半期の実態－（Ｂ）前年第4四半期の実態
             （Ｂ）前年第4四半期の実態

増減率＝ ×100
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（ご参考）第4四半期の損益の状況（連結子会社の異動考慮後）

　　平成 13年7月に当社の連結子会社である㈱ｸ゙ ｯﾄ゙ ｳｨﾙ･ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝと㈱ｸﾘー ｸの株式を譲渡しました。そのため、第
8期以降前記2社およびその子会社は連結の範囲からはずれます。第7期第4四半期において、㈱ｸ゙ ｯﾄ゙ ｳｨﾙ･ｺﾐｭﾆｹー ｼ
ｮﾝ、㈱ｸﾘー ｸ及びその子会社を除いた営業損益の状況は下記のとおりです。

（単位：千円、単位未満切捨）

平 成 1 3 年 6 月 期   第 4 四 半 期                       

自 平 成 1 3 年 4 月 1 日

至 平成 1 3 年 6 月 3 0 日

期  別

科  目
連 結 子 会 社 の 異 動 前 連 結 子 会 社 の 異 動 後

売 上 高           １２，８１９，９５５ ９，０７２，７９１

売 上 原 価           ８，６３１，３８６ ６，１４８，５２３

[ 売 上 総 利 益 ]           ４，１８８，５６８ ２，９２４，２６８

販売費及び一般管理費           ３，９８５，４８０ ２，２８６，１５０

[ 営 業 利 益 ]           ２０３，０８８ ６３８，１１７

  （3）㈱コムスンの当期連結業績に与えた影響について

　㈱コムスンは、介護保険導入当初より在宅介護サービスが社会化すると予想されることから、事業を

確立・拡大し、業界をリードするための投資として位置づけ積極的な事業展開・拠点開発を行ってまい

りました。平成12年6月に組織改革を行い全国 731ヶ所の拠点で当期をスタートいたしました。
在宅介護サービスに対するニーズはかなり高く、質の高いサービスをより多く提供するため積極的な事

業展開を行っておりますが、一部において必ずしも需要が事業採算に見合うスピードで顕在化しない地

域がでてきております。そのため、経営方針を売上よりも事業採算中心に変革し、組織・拠点の改革・

統廃合をさらに行いました。拠点の統廃合及び拠点毎の収益改善努力並びに営業の強化などの結果、経

常損益ベースで平成13年4月に単月黒字化を達成いたしました。また、四半期決算におきましても、第
４四半期は経常損益ベースで黒字化を達成いたしました。

　　　　　（単位：千円）

売 上 高          経 常 利 益          

第1四半期

（平成 12 年 7/1～平成 12 年 9/30）
２，９４４，６５８ △　３，０７９，４０１

第2四半期

（平成 12 年 10/1～平成 12 年 12/31）
３，１１８，１１７ △　１，６６８，０４４

第3四半期

（平成 13 年 1/1～平成 13 年 3/31）
２，９１６，５９７ △　８７２，９２２

第4四半期

（平成 13 年 4/1～平成 13 年 6/30）
３，１１８，８１３ １００，０６８
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　　（注） 1.  上記の数値は、当四半期における業務の速報であることから、一部正規の決算手続を経ていないものが
含

　　　　　　　　 まれており、未監査であります。
                 2.  第4四半期の経常利益は新株発行費（60,147千円）を控除する前の金額で表示しております。

以　上


